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「わかりあえない」と向き合うためにー漫画がくれる想像力と気づきー 

国際人文学部 佐藤 明子 
 

私は子どものころから漫画が大好きで、気づけば年間に何十冊も読むほどになっていた。ページをめくる

たびに、ただお腹を抱えて笑ったり、主人公に心を寄せて涙したり、怒りを覚えたり、セリフのない一コマか

ら隠された意味や教えに気づかされたりと、漫画はいつも私の感情や想像力を揺さぶってくれる存在だった。

特別な力を授かって世界を救うヒーロー、魔法で国を守る勇者パーティー、努力の末に頂点へと駆け上がる

チーム、敵対していた者同士が友情を育む物語……。無限に広がる世界に引き込まれ、その「特別」な瞬間を

何度も反芻する体験は、きっと多くの人に共通するものだと思う。 

そんな私が今回紹介したいのは、藤見よいこ著『半分姉弟』である。この作品に登場するのは、魔法使いで

もヒーローでもなく、特別な才能を持つわけでもない、ごく身近に存在する「普通」の人々だ。しかし、漫画

の世界ではこれまで中心的に描かれることが少なかった人々でもある。  

「自分の気持ちと相談して読んでほしい」という配慮の言葉で始まる本作は、いわゆる「ハーフ」、ミック

スルーツの人々の日常をリアルに描いている。読み進めるほどに胸が締め付けられ、アイデンティティの揺

らぎや、日常に潜む居心地の悪さを淡々と当たり前のように描いている。 

特に心を揺さぶられたのは、作中にちりばめられた「マイクロ・アグレッション（微細な攻撃）」の描写で

ある。登場人物たちは、複雑な思いを抱えながら、自分を押し殺し、誰にも分かってもらえない寂しさや怒り

を真正面から語りかけてくる。その姿に触れるたび、私自身の心にも反省や戸惑い、恥ずかしさが生まれた。

みなさんは「ハーフ」という言葉から、どんな人々を思い浮かべるだろうか。私の身の回りにもミックスルー

ツの友人がいる。しかし、この作品を読むうちに、「あれ？ 私が何気なく発した言葉や態度には、偏見が含ま

れていたのではないか」と気づかされる場面が何度もあった。褒めているつもり、理解しているつもり。この

「つもり」の裏側には無自覚な思い込みがあり、自分を押し殺して笑う友人がいたのではないか。しかし、日

本の中でマジョリティに属する私には想像すらしてこなかった「知らずに済んでいた」現実が、ページの向

こうから冷静に訴えかけてくる。この気づきや葛藤を、これからも忘れずにいなければと強く思わされる作

品である。 

 国際大学で学ぶ学生の皆さんは、多様な背景を持つ仲間と日々学び合う 

環境にいるからこそ、様々な場面で自分との違いに戸惑うことや、 時には 

偏った見方で相手を判断してしまうこともあるかもしれない。 

そんな時こそ、立ち止まり、想像力を働かせ、相手の立場に思いを寄せ、 

話し合うこと。 

その小さな積み重ねが、互いの距離をほんの少し縮めていくのだと思う。 

 
藤見よいこ著 『半分姉弟』 リイド社 

https://library.jiu.ac.jp/
mailto:library＠jiu.ac.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21：00 まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細はホームページ、X で 

ご確認ください。 

 

◆開館カレンダー◆ 

□開館    9：00－20：00 

■開館    9：00－17：00 

■土曜日   9：00－17：00 

■休館 

 

ラーニング・コモンズミニトーク 

～著者は語る～『箱根駅伝〝最強ランナー“大塚正美伝説 』 
開催報告 

それぞれの視点で選んだ“ぜひ読んでほしい”本を集

めました。学びを深めたいときや新しい世界に出会いた

いときに寄り添う本ばかりです。この機会に、普段は手

に取らないジャンルにもぜひ触れてみてください。 

JU×JIU LIBRARIANS COLLAB 2026-SERECTED 10- 
紀尾井町キャンパス司書 5 名による、選りすぐりの 10 冊 

 

1 月 21 日(水)飯倉章先生によるミニトークを開催しました。 

執筆のきっかけや、取材の方法、担当編集者とのやり取りなど、

本には書かれていない裏話をたっぷりお話いただきました。 

先生のユーモアあふれるトークで、終始笑いの絶えない和やかな

イベントとなりました。 

蔵書点検では、資料一冊一冊のコードを読み取り、所蔵デ

ータと照らし合わせ、図書館の資料が正しい場所に並んでい

るか、行方不明になっていないかを点検します。ほしい資料

があるはずの場所にないということがないように、みなさん

により快適にご利用いただくための作業です。 

ご不便をおかけいたしますが、ご理解の程よろしくお願い

いたします。 

 

以下の日程で蔵書点検を実施いたします。 

2026 年 3 月 6 日(金)～3 月 13 日(金) 

蔵書点検期間中は、休館となります。 

 

 1 月 29 日（木）、大江宏子先生による講座を開催しました。当日は、対面

20 名、オンライン 78 名、計 98 名の学生にご参加いただき、会場・オン

ラインともに和やかな雰囲気の中で実施することができました。 

ラーニング・コモンズ 特別講座 

『郵便切手の海外販売を開いた歴史的制度改革とデザイン』 
開催報告 


